
令和２年度の進路通信も最終号となりました。これまでの通信を、皆さんの進路学習に

役立てることができていますか。前号では進路指導室の案内をしました。通信を見て

進路指導室に来てくれた人もいます。周りは行動を起こし始めていますよ。「３年生に

なってから考えるから大丈夫～」なんてのんびり構えずに、すぐに動きましょう。４月か

らは２年生、３年生にそれぞれ進級です。春休みは進路について考えよう！

進学希望者向け情報

令和２年度は、コロナウイルスに翻弄された１年でした。
その中で「何のために進学するのか」を改めて考える必要
がありそうです。以下に「進路新聞」（ﾗｲｾﾝｽｱｶﾃﾞﾐｰ発行）
に掲載された進路相談の内容を紹介します。

【2020年(令和２年)９月13日 朝日新聞】

【2020年(令和２年)11月29日 朝日新聞】

上記の２つの新聞記事データを見てください。
全国の小中高校は、分散登校や時差登校等の対応で、わ
りと早い段階で学校での対面授業が可能となりました。
しかし、大学や短大は早いところで９月～10月に対面授業
が一部解禁でした。令和２年４月入学の大学１年生は、９月
になって初めて大学に行ったという人も少なくないようです。
大学での学びもできず、新しい友だちもできない。サークル
活動もアルバイトもできず、思い描いていた大学生活が送
れずに「何のために大学に進学したのか･･･」と思い悩む学
生も多かったと聞きます。

進学の目的を見失ってしまうと、社会的混乱の中で自身の
立ち位置がわからなくなってしまいます。進学を希望してい
る人は、社会情勢と自身の進路を改めてじっくりと考えてく
ださい。保護者とも十分に話し合う時間をもちましょう。
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